
H270812 版 

 

-1- 

 

 

 

 

 

調整池計画の設計例 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 27 年 8 月 
 

 

  



H270812 版 

 

-2- 

 

はじめに 

 本資料は、開発行為に伴い予想される洪水流出量の増加に対する流出抑制を目的とした

洪水調節池の計画について、開発計画を想定して調整池容量の算定等を「開発許可申請に

伴う調節池設置基準（案）」に準じて行った設計例を示したものです。 
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1. 開発計画概要       
本事業は、熊本県○○市○○地内において整備する新規工業団地「○○○○」であり、

本事業計画の概要を整理すると以下のとおりである。  

1. 工事名:○○新規工業団地整備計画 

 

2. 行為の場所:○○市○○辺○○ 都市計画区域外 

 

3. 開発区域面積 ─────  23.07ha 

 

4. 開発計画地の状況       

・現況土地利用：宅地 0.86ha、農地 17.15ha、山林 4.18ha、その他里道・水路等 0.88ha 

・地形：東西約 600m、南北約 430m の長方形を呈し、平坦な農地で標高 135m から 150m

の区域である。 

5. 開発計画地の状況       

               表－1 土地利用計画表 

 

※調整池に係る流域面積 A=21.55ha  

     

調整池に係る流域面積について、開発計画基準により区域内外周に緩衝帯を配置し、

緩衝帯内の形質を変更しない残置森林は地形上(北側、調整池西側)調整池に流入しない

ため、調整池に係る流域面積より除外した。 

 

 

 

 

 

 

 

区画数 面積(m2) 比率(%)

2 158,910.48 68.87

2 158,910.48 68.87

道路用地 2 12,117.53 5.25

公園・広場用地 2 7,473.99 3.24

調整池用地 1 19,240.34 8.34

小計 4 38,831.86 16.83

17,743.58 7.69

15,242.01 6.61

230,727.93 100.00

用途別

残置森林

合計

緩衝帯用地

公
共
施
設

工場用地

小計
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2. 調整池計画       
(1) 基本方針及び採用基準 

本開発事業は、新規工業団地「○○○○」の敷地造成工事である。このような敷地

造成(開発行為)を行うことにより、予想される洪水流出量の増加に対処する流出抑制

施設が必要であり、ここでは一般的によく用いられる洪水調整池を計画する。 

洪水調整池の規模算定や基礎基準の採用にあたっては、熊本県土木部河川港湾局の

「開発許可申請に伴う調節池設置基準（案）:平成 27年○月」（以下、「設計基準（案）」

と称す。）に準じて設計した。 

 

1) 調節池の施設規模決定の方針「設置基準(案):P18」 

本開発における調整池は、下流河川の改修計画がない場合の恒久調整池として計

画する。また、開発区域内において過去に湛水被害は発生してないので堪水容量

は考慮しない。 

 

2) 降雨波形「設置基準(案):P7」 

調整池容量計算の降雨波形は、次のケースで検討を行い、施設規模が大きくなる

ケースを採用する。 

 

① ケース 1 

・城北ブロック 1-C の 1/50 年確率における長時間降雨強度式から算定した後方

集中型降雨波形 

 

② ケース 2 

・昭和 28 年 6 月 28日の実績降雨波形(日雨量 360㎜)。 

※以上のケースについて、厳密計算方式(=自然排水方式)とピークカット方式で

容量の比較検討を行う。   
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3) 調節池の形態 

流出抑制施設とは、自然流出の持つ保水・遊水機能を適正に確保することによっ

て、下流河川に対する洪水負担の軽減を目的として設置する貯留型及び浸透型施設

の総称であり、施設の形態あるいは構造により次のように分類される。 

 

 

図－１ 流出抑制の分類 

※ 防災調整池等技術基準（案） P5より 

ここでは、現況排水計等及び土地利用計画から、貯留型施設の防災調節池とする。

また、調整池の形式は築堤式、一部掘込式とする。 
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4) 洪水調節方式 

洪水調節方式は、自然放流方式（孔あき方式）とする。 

 

5) 施設規模の決定の手順 

「設置基準（案）」に準じる。 

 

(2) 現況排水系統 

当該回開発区域からの雨水は、流域図に示すとおり、排水区域の東側の水路から

Ａ水路を経由して開発地下流約 1.7km 地点でＢ河川に合流し、下流 4.1km で 1 級

河川Ｃ河川に合流している。 

流下能力算定区間は開発区域下流 4.0km までとする。なお、Ｂ河川は河川全体計

画が策定され、改修済みであるため、流下能力は改修計画流量とする。 

 

(現況排水系統図：模式図) 

 

 

 

 

開発区域

流域面積21.55ha

A水路

Ｂ河川

Ｃ河川

Ｂ河川

流域面積19.7km2

A水路

流域面積194ha



H270812 版 

 

-5- 

 

(3) 許容放流量の算定 

1) 計算諸元 

調節池から調整放流する場合の許容放流量は、放流先の水路及び河川の流下能力

によって決定する。 

 ＜流下能力の調査範囲＞ ―――― 開発行為に対する指導方針より 

流下能力の調査範囲は、開発による水文環境上の影響が発生すると予想される地

点として、開発面積が 30%以下かつ開発区域の下流 4km 以上の地点まで。 

本地区においては、現況排水系統に準拠して調整池を 1ヶ所設置する。 

 

a) 許容放流量の算定方式 

許容放流量は、排水先水路の流下能力と支配流域から比流量を算定し、比流量

が最小 となる地点(ネック地点)で求める。 

 ・許容放流量=ネック地点の比流量×(開発区域) 

 ・比流量=流下能力/支配流域面積 

 

b) 流下能力の算定方式 

流下能力の算定はマニングの平均流速公式により求めるものとする。 

 
1/23/2R Ｉ××=

n

1
V  

ＶＡＱ ×=  

ここに、 

Ｖ ：流速（m/s） 

ｎ ：粗度係数 

Ｒ ：径深＝A/P(m) 

Ｉ ：水路勾配 

Ａ ：流水断面積（m2） 

Ｐ ：潤辺長（m） 

Ｑ ：流下能力（m3/s） 

 

※ 低平地等流下能力の評価がマニングの平均流速公式では困難な場合は、

不等流計算をもちいる。「設置基準(案):Pl7」 

また、排水先の河川及び水路の流下能力計算に際しては、「設置基準(案)」

に基づいて算出する。 
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① 余裕高 

河川の余裕高は、下表に示すとおりとするが、小規模水路(水路幅 2m 以下か

つ勾配 1/100 より緩)については、全水深の 2割を余裕高として評価できるもの

とする(設置基準(案)P15)。 

        表－2 余裕高        「設置基準(案):P15」 

 

② 粗度係数 

表－3 粗度係数       「設置基準(案):P16」 

 

2) 流下能力及び比流量 

当該開発区域からの雨水は、排水区域の東側の水路からＡ水路を経由して開発地

下流約 1.7km 地点でＢ河川に合流し、下流 4.1km で 1 級河川Ｃ河川に合流してい

る。流下能力算定区間は開発区域下流 4.0km（おおむねＣ河川合流点）までとする。

なお、Ｂ河川は河川全体計画が策定され、改修済みであるため、流下能力は改修

計画流量とする。これらの区間の流下能力及び流域面積を求め比流量の算定を行

う。 

〈開発区域直下の流末排水路の余裕高〉 

・余裕高は、小規模水路(水路幅 2m 以下かつ勾配 1/100 より緩)であり、全水深

の 2割を余裕高とする。 

 

 

 

計画高水流量（m3/s) 余裕高(m)

50未満（令第76条小河川特例） 0.30

50～200未満 0.60

200～500未満 0.80

　　　「河川管理施設等構造令第20条」より

水路の状況 粗度係数

一般河道または素堀水路 0.03～0.035

護岸を施した河道 0.03

三面張河道 0.025

トンネルまたはボックス 0.023

　出典：「防災調節池等技術基準（案）」（P150）

　※小規模排水路等のコンクリート三面張水路につい

ては0.015を用いてよい



H270812 版 

 

-7- 

 

表－4 流下能力算定結果一覧表 

 

＜ネック地点＞ 

 以上の結果からネック地点は No25 地点となる。 

  ※ 以上の計算について、次の資料を添付する。 

   ・流域区分図 

   ・流末排水路距離標及び断面位置図 

   ・断面形状（現況写真）及び流下能力計算 

   ・比流量縦断図 

3) 許容放流量の決定 

許容放流量は、比流量及び調整池に関わる流域面積から求める。 

・許容放流量:Qo=比流量×(流域面積:開発地＋背後地面積)――――m3/s/ha 

         =0.0353m3/s/ha×21.55ha 

         =0.761m3/s 

haあたり km2あたり
100.00 1970.00 0.0508 5.0761

No.0 42.40 193.36 0.2193 21.9254
No.1 35.38 193.18 0.1831 18.3135
No.2 34.28 192.67 0.1779 17.7916
No.3 36.16 192.11 0.1882 18.8231
No.4 36.42 191.73 0.1899 18.9944
No.5 32.93 190.88 0.1725 17.2527
No.6 32.66 185.88 0.1757 17.5710
No.7 33.80 185.46 0.1823 18.2260
No.8 35.44 181.64 0.1951 19.5128
No.9 33.49 166.48 0.2012 20.1171

No.10 32.89 163.65 0.2010 20.0965
No.11 33.80 161.00 0.2099 20.9944
No.12 35.97 115.42 0.3117 31.1670
No.13 27.37 115.23 0.2375 23.7525
No.14 27.23 113.71 0.2394 23.9442
No.15 25.64 113.49 0.2259 22.5879
No.16 29.03 108.08 0.2686 26.8625
No.17 29.03 103.52 0.2805 28.0458
No.18 38.74 101.58 0.3814 38.1414
No.19 1.92 33.16 0.0580 5.8022
No.20 2.61 33.16 0.0788 7.8830
No.21 3.94 32.41 0.1214 12.1413
No.22 4.10 31.86 0.1286 12.8562
No.23 1.99 31.86 0.0624 6.2429
No.24 1.12 28.87 0.0386 3.8621
No.25 0.93 26.45 0.0353 3.5274

Ｂ河川

Ａ水路

比流量(m3/s)流下能力

(m3/s)

流域面積
(ha)

備考断面位置
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(4) 設計基準雨量 

1) 採用降雨強度式 

熊本県内の降雨は、平成20年6月熊本県土木部河川課により監修されている「熊

本県内における確率降雨強度の算定」から県下を大きく 6ブロックに分割し、ブ

ロック毎の確率降雨強度式を設定している。 

当該地区は、城北ブロック 1-C の確率降雨強度式用いる。 （設置基準：P9） 

 

確率降雨強度式は、短時間降雨強度式と長時間降雨強度式の 2 種類が作成され

ており、その適用範囲は次の通りである。  

      短時間降雨強度式 10min～180min  

      長時間降雨強度式 lhr～24hr  

本解析の目的が調整池の施設規模を決定することであるから、24 時間雨量とし

て長時間降雨強度式を用いる。  

2) 設計降雨強度  

熊本県土木部河川港湾局河川課は、5,000 ㎡以上の開発行為に対する指導方針

として、「設置基準(案): P1」により基準を設けている。 

この指導方針「設置基準(案):P2」では、計画降雨は、次のタイプで検討を行い、

施設規模が大きくなるケースを採用することとなっている。 

① 後方集中型降雨波形 1/50 確率 ――――――  ケース 1 

② 昭和 28 年 6月 28 日 360 ㎜実績降雨 ―――― ケース 2  

本計画地区の長時間降雨強度式は、次式となる。  

             
44.0t

7.145r 653.050 +
=    ―――――  城北ブロック 1-C  

 ＜洪水到達時間＞  

合理式に用いる洪水到達時間は、等流流速法を主体にし、土研式、角屋式を比

較検討のうえ適切な値を用いる。  

ただし、洪水到達時間が 10 分以内となる場合には、10 分とする。  

                      ※ 「設置基準(案):Pl3」より  

ここでは、開発面積が 23.07ha（調節池集水面積 22.55ha）であり、洪水到達時

間 10 分とする。  

 ＜設計降雨強度＞  

 洪水到達時間及び長時間降雨強度式から 10 分ごとの降雨強度式を算出した。  

 ・表－2 計画降雨 1:ケース 1  

 また、②の実績降雨は次のとおりである。  

 ・表－3 計画降雨 2:ケース 2  
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表－5 地域別長時間降雨強度式（１／５０確率） 

ブロック名 降雨強度式 該当市町村名 

城北Ｉ－Ａ 

（高瀬） 44.0t
4.121r 653.050 +

=
荒尾市、玉名市、長洲町 

城北Ｉ－Ｂ 

（高瀬） 44.0t
5.133r 653.050 +

=
山鹿市、玉東町、和水町、南関町、植木町 

城北Ｉ－Ｃ 

（高瀬） 44.0t
7.145r 653.050 +

=
菊池市 

熊本Ⅱ－Ａ 

（熊本） 13.1t
6.176r 697.050 +

=
熊本市、宇土市、宇城市、合志市、城南町、富合

町、美里町、菊陽町、御船町、嘉島町、益城町、

甲佐町、山都町（旧矢部町、旧清和村） 

熊本Ⅱ－Ｂ 

（熊本） 13.1t
3.194r 697.050 +

=
大津町、西原村 

阿蘇Ⅲ－Ａ 

（阿蘇） 10.0t
7.77r 449.050 −

=
阿蘇市、南小国町、小国町、産山村、高森町、南

阿蘇村、山都町（旧蘇陽町） 

八代Ⅳ－Ａ 

（八代） 28.1t
8.165r 746.050 +

=
八代市（旧八代市、旧千丁町、旧鏡町）、氷川町

八代Ⅳ－Ｂ 

（八代） 28.1t
4.182r 746.050 +

=
八代市（旧坂本村、旧東陽村） 

八代Ⅳ－Ｃ 

（八代） 28.1t
0.199r 746.050 +

=
水俣市、芦北町、津奈木町 

球磨Ｖ－Ａ 

（人吉） 07.1t
3.152r 705.050 +

=
人吉市 

球磨Ⅴ－Ｂ 

（人吉） 07.1t
5.167r 705.050 +

=
八代市（旧泉村）、相良村、五木村、山江村、球

磨村 

球磨Ⅴ－Ｃ 

（人吉） 07.1t
8.182r 705.050 +

=
錦村、あさぎり町、多良木町、湯前町、水上村 

天草Ⅵ－Ａ 

（牛深） 99.0t
6.151r 693.050 +

=
天草市、上天草市、苓北町 

  「熊本県内における確率降雨強度の算定（平成２０年６月） 県河川課」より 

 注）ｔ：到達時間（hr）   
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表－6 計画降雨一覧表（1/50 確率後方集中型） ―――― ケ－ス１ 

   （長時間降雨強度式）  

44.0t
7.145r 653.050 +

=     r:降雨強度(mm/hr)  ｔ：降雨継続時間(hr) 

 

 

 

 

（城北　Ⅰ－C)

n
降雨強度
(mm/hr)

n
降雨強度
(mm/hr)

n
降雨強度
(mm/hr)

n
降雨強度
(mm/hr)

1 6.70 37 8.15 73 10.74 109 17.30

2 6.74 38 8.20 74 10.85 110 17.64
3 6.77 39 8.25 75 10.95 111 18.00
4 6.80 40 8.31 76 11.06 112 18.37
5 6.83 41 8.36 77 11.17 113 18.77
6 6.87 42 8.41 78 11.29 114 19.18
7 6.90 43 8.47 79 11.40 115 19.62
8 6.93 44 8.53 80 11.52 116 20.09
9 6.97 45 8.59 81 11.65 117 20.58

10 7.00 46 8.64 82 11.77 118 21.10
11 7.04 47 8.70 83 11.90 119 21.66
12 7.07 48 8.77 84 12.04 120 22.26
13 7.11 49 8.83 85 12.17 121 22.89
14 7.15 50 8.89 86 12.31 122 23.58
15 7.18 51 8.96 87 12.46 123 24.31
16 7.22 52 9.02 88 12.61 124 25.11
17 7.26 53 9.09 89 12.76 125 25.97
18 7.30 54 9.16 90 12.92 126 26.91
19 7.34 55 9.22 91 13.09 127 27.93
20 7.38 56 9.30 92 13.26 128 29.05
21 7.42 57 9.37 93 13.43 129 30.30
22 7.46 58 9.44 94 13.61 130 31.67
23 7.50 59 9.52 95 13.80 131 33.22
24 7.54 60 9.59 96 13.99 132 34.95
25 7.59 61 9.67 97 14.19 133 36.93
26 7.63 62 9.75 98 14.40 134 39.20
27 7.67 63 9.83 99 14.61 135 41.84
28 7.72 64 9.91 100 14.83 136 44.96
29 7.76 65 10.00 101 15.07 137 48.71
30 7.81 66 10.08 102 15.31 138 53.31
31 7.85 67 10.17 103 15.56 139 59.14
32 7.90 68 10.26 104 15.82 140 66.79
33 7.95 69 10.35 105 16.09 141 77.40
34 8.00 70 10.45 106 16.37 142 93.38
35 8.05 71 10.54 107 16.67 143 121.31
36 8.10 72 10.64 108 16.98 144 196.57
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表－7 計画降雨一覧表（実績降雨） ―――― ケ－ス２ 

実績降雨波形（S２８．６．２６－熊本気象台－日雨量３６０mm）を用いる。 

              実績降雨配分 

 

 

時間
実績降雨

(mm)
配分雨量

(mm)

1 0.20 0.20

2 0.40 0.40
3 0.20 0.20
4 24.20 24.36
5 18.00 18.12
6 12.80 12.88
7 2.80 2.82
8 4.00 4.03
9 35.80 36.03
10 14.00 14.09
11 34.00 34.22
12 46.90 47.20
13 57.80 58.17
14 17.30 17.41
15 45.50 45.79
16 23.00 23.15
17 8.20 8.25
18 2.90 2.92
19 2.60 2.62
20 3.10 3.12
21 0.30 0.30
22 0.10 0.10
23 0.60 0.60
24 3.00 3.02

合計 357.70 360.00

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24

降
雨

量
(m

m
/h
r)

時間(hr)

計画基準降雨
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(5) 流出量の算定 

1) 流出量算出の方法 

調節池流入量は、合理式（ラショナル式）により求める。 

   Q = Arf
360

1 ×××  

  ここに、Q：調節池流入量（m3/s） 
      ｆ：流出率 
      ｒ：降雨強度（mm/hr） 
      Ａ：開発面積（ha） 
 
  ＜流出ハイドログラフ（合理式）＞ 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2) 流出率 

流出率、「設置基準（案）：P6」により決定する。 

＜設置基準の流出率＞ 

 

 

 

 

土地利用状況 流出率

不浸透面積率がほぼ40％以下の流域 0.8

不浸透面積率がほぼ40％以上の流域 0.9

出典：「防災調節池等技術基準（案）解説と設計事例」（P10）

※不浸透域面積とは、概ね、建物の屋根面積、舗装道路面積及び、

舗装された駐車場面積等の和である。

①式 
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＜開発区域の流出率＞ 

土地利用計画から用途別面積を浸透部と不浸透部に区分して整理すると次の通

りとなる。 

表－8 土地利用別面積一覧表 

 

    

平均流出率ｆ＝0.9×0.8246+0.8×0.1704＝0.88≒0.90 とする。 

 

3) 流出量の算定 

流出量を各ケースについて算出した。計算結果は次の通りである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

面積(m2) 構成比(%) 備考
建物 95,346.29 41.32 鉄骨

駐車場 63,564.19 27.55 アスファルト舗装
道路用地 12,117.53 5.25 アスファルト舗装

調整池用地 19,240.34 8.34
計 190,268.35 82.46 40％以上

公園・広場用地 7,473.99 3.24 植樹帯、張芝等
緩衝帯用地 17,743.58 7.69 残置森林、植樹帯

残置森林用地 15,242.01 6.11 残置森林
計 40,459.58 17.04

合計 230,727.93 100.00

土地利用区分

不浸透部

浸透部
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表－9 流出量一覧表（1/50年確率：後方集中型）――――ケース１(1/3) 

 

 

A(ha) 21.55
ｆ 0.9

降雨強度式 44.0t
7.145r 653.050 +

=

降雨強度式
による計算値

同左×N 差分

In In×N In・N－In-1・（N-1)
1 10 194.2 194.2 194.2 6.622 0.373
2 20 157.0 314.0 119.8 6.653 0.375
3 30 135.4 406.2 92.2 6.685 0.377
4 40 120.7 482.7 76.5 6.717 0.379
5 50 109.7 548.7 66.0 6.749 0.380
6 60 101.2 607.1 58.4 6.782 0.382
7 70 94.2 659.7 52.7 6.815 0.384
8 80 88.5 707.9 48.1 6.849 0.386
9 90 83.6 752.3 44.4 6.883 0.388

10 100 79.4 793.6 41.3 6.918 0.390
11 110 75.7 832.3 38.7 6.953 0.392
12 120 72.4 868.8 36.5 6.988 0.394
13 130 69.5 903.3 34.5 7.024 0.396
14 140 66.9 936.1 32.8 7.060 0.398
15 150 64.5 967.4 31.3 7.097 0.400
16 160 62.3 997.3 29.9 7.134 0.402
17 170 60.4 1026.1 28.7 7.172 0.404
18 180 58.5 1053.6 27.6 7.210 0.406
19 190 56.9 1080.2 26.6 7.249 0.409
20 200 55.3 1105.9 25.7 7.288 0.411
21 210 53.8 1130.7 24.8 7.328 0.413
22 220 52.5 1154.7 24.0 7.368 0.415
23 230 51.2 1178.0 23.3 7.409 0.418
24 240 50.0 1200.6 22.6 7.451 0.420
25 250 48.9 1222.6 22.0 7.493 0.422
26 260 47.8 1244.0 21.4 7.535 0.425
27 270 46.8 1264.8 20.8 7.579 0.427
28 280 45.9 1285.2 20.3 7.623 0.430
29 290 45.0 1305.0 19.8 7.667 0.432
30 300 44.1 1324.4 19.4 7.712 0.435
31 310 43.3 1343.3 18.9 7.758 0.437
32 320 42.6 1361.9 18.5 7.805 0.440
33 330 41.8 1380.0 18.1 7.852 0.443
34 340 41.1 1397.8 17.8 7.900 0.445
35 350 40.4 1415.2 17.4 7.949 0.448
36 360 39.8 1432.3 17.1 7.998 0.451
37 370 39.2 1449.1 16.8 8.049 0.454
38 380 38.6 1465.5 16.5 8.100 0.457
39 390 38.0 1481.7 16.2 8.152 0.460
40 400 37.4 1497.6 15.9 8.204 0.463
41 410 36.9 1513.2 15.6 8.258 0.466
42 420 36.4 1528.6 15.4 8.312 0.469
43 430 35.9 1543.7 15.1 8.368 0.472
44 440 35.4 1558.6 14.9 8.424 0.475
45 450 35.0 1573.3 14.7 8.481 0.478
46 460 34.5 1587.7 14.4 8.539 0.481
47 470 34.1 1601.9 14.2 8.599 0.485
48 480 33.7 1615.9 14.0 8.659 0.488

N
継続時間

（分）
後方集中型
（mm/hr)

流出量

(m3/s)
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表－9 流出量一覧表（1/50年確率：後方集中型）――――ケース１(2/3) 

 

 

A(ha) 21.55
ｆ 0.9

降雨強度式 44.0t
7.145r 653.050 +

=

降雨強度式
による計算値

同左×N 差分

In In×N In・N－In-1・（N-1)
49 490 33.3 1629.7 13.8 8.720 0.492
50 500 32.9 1643.4 13.6 8.783 0.495
51 510 32.5 1656.8 13.4 8.846 0.499
52 520 32.1 1670.1 13.3 8.911 0.502
53 530 31.8 1683.2 13.1 8.977 0.506
54 540 31.4 1696.1 12.9 9.044 0.510
55 550 31.1 1708.9 12.8 9.112 0.514
56 560 30.7 1721.5 12.6 9.182 0.518
57 570 30.4 1733.9 12.5 9.253 0.522
58 580 30.1 1746.2 12.3 9.325 0.526
59 590 29.8 1758.4 12.2 9.399 0.530
60 600 29.5 1770.4 12.0 9.475 0.534
61 610 29.2 1782.3 11.9 9.551 0.538
62 620 28.9 1794.1 11.8 9.630 0.543
63 630 28.7 1805.7 11.6 9.710 0.547
64 640 28.4 1817.2 11.5 9.791 0.552
65 650 28.1 1828.6 11.4 9.875 0.557
66 660 27.9 1839.8 11.3 9.960 0.562
67 670 27.6 1851.0 11.1 10.047 0.566
68 680 27.4 1862.0 11.0 10.136 0.571
69 690 27.1 1873.0 10.9 10.227 0.577
70 700 26.9 1883.8 10.8 10.320 0.582
71 710 26.7 1894.5 10.7 10.415 0.587
72 720 26.5 1905.1 10.6 10.513 0.593
73 730 26.2 1915.6 10.5 10.612 0.598
74 740 26.0 1926.0 10.4 10.714 0.604
75 750 25.8 1936.4 10.3 10.819 0.610
76 760 25.6 1946.6 10.2 10.926 0.616
77 770 25.4 1956.7 10.1 11.036 0.622
78 780 25.2 1966.8 10.0 11.148 0.628
79 790 25.0 1976.7 10.0 11.264 0.635
80 800 24.8 1986.6 9.9 11.382 0.642
81 810 24.6 1996.4 9.8 11.504 0.649
82 820 24.5 2006.1 9.7 11.629 0.656
83 830 24.3 2015.7 9.6 11.757 0.663
84 840 24.1 2025.3 9.6 11.889 0.670
85 850 23.9 2034.8 9.5 12.024 0.678
86 860 23.8 2044.2 9.4 12.164 0.686
87 870 23.6 2053.5 9.3 12.307 0.694
88 880 23.4 2062.7 9.3 12.455 0.702
89 890 23.3 2071.9 9.2 12.607 0.711
90 900 23.1 2081.0 9.1 12.764 0.720
91 910 23.0 2090.1 9.0 12.926 0.729
92 920 22.8 2099.0 9.0 13.093 0.738
93 930 22.7 2108.0 8.9 13.266 0.748
94 940 22.5 2116.8 8.8 13.444 0.758
95 950 22.4 2125.6 8.8 13.628 0.768
96 960 22.2 2134.3 8.7 13.819 0.779

N
継続時間

（分）
後方集中型
（mm/hr)

流出量

(m
3
/s)
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表－9 流出量一覧表（1/50年確率：後方集中型）――――ケース１(3/3) 

 

 

 

A(ha) 21.55
ｆ 0.9

降雨強度式 44.0t
7.145r 653.050 +

=

降雨強度式
による計算値

同左×N 差分

In In×N In・N－In-1・（N-1)
97 970 22.1 2143.0 8.7 14.017 0.790
98 980 22.0 2151.6 8.6 14.221 0.802
99 990 21.8 2160.1 8.5 14.433 0.814

100 1000 21.7 2168.6 8.5 14.653 0.826
101 1010 21.6 2177.0 8.4 14.882 0.839
102 1020 21.4 2185.4 8.4 15.119 0.852
103 1030 21.3 2193.7 8.3 15.366 0.866
104 1040 21.2 2201.9 8.3 15.624 0.881
105 1050 21.0 2210.2 8.2 15.892 0.896
106 1060 20.9 2218.3 8.2 16.172 0.912
107 1070 20.8 2226.4 8.1 16.464 0.928
108 1080 20.7 2234.5 8.0 16.770 0.945
109 1090 20.6 2242.4 8.0 17.090 0.963
110 1100 20.5 2250.4 7.9 17.426 0.982
111 1110 20.3 2258.3 7.9 17.778 1.002
112 1120 20.2 2266.2 7.9 18.148 1.023
113 1130 20.1 2274.0 7.8 18.538 1.045
114 1140 20.0 2281.7 7.8 18.949 1.068
115 1150 19.9 2289.4 7.7 19.383 1.093
116 1160 19.8 2297.1 7.7 19.842 1.119
117 1170 19.7 2304.7 7.6 20.330 1.146
118 1180 19.6 2312.3 7.6 20.847 1.175
119 1190 19.5 2319.8 7.5 21.398 1.206
120 1200 19.4 2327.3 7.5 21.986 1.239
121 1210 19.3 2334.8 7.5 22.615 1.275
122 1220 19.2 2342.2 7.4 23.291 1.313
123 1230 19.1 2349.6 7.4 24.018 1.354
124 1240 19.0 2356.9 7.3 24.802 1.398
125 1250 18.9 2364.2 7.3 25.653 1.446
126 1260 18.8 2371.4 7.2 26.578 1.498
127 1270 18.7 2378.6 7.2 27.590 1.555
128 1280 18.6 2385.8 7.2 28.700 1.618
129 1290 18.5 2392.9 7.1 29.926 1.687
130 1300 18.5 2400.0 7.1 31.288 1.764
131 1310 18.4 2407.1 7.1 32.811 1.850
132 1320 18.3 2414.1 7.0 34.527 1.946
133 1330 18.2 2421.1 7.0 36.479 2.056
134 1340 18.1 2428.1 7.0 38.721 2.183
135 1350 18.0 2435.0 6.9 41.331 2.330
136 1360 18.0 2441.9 6.9 44.411 2.504
137 1370 17.9 2448.7 6.8 48.112 2.712
138 1380 17.8 2455.5 6.8 52.661 2.969
139 1390 17.7 2462.3 6.8 58.414 3.293
140 1400 17.6 2469.0 6.7 65.973 3.719
141 1410 17.6 2475.8 6.7 76.454 4.310
142 1420 17.5 2482.5 6.7 92.242 5.200
143 1430 17.4 2489.1 6.7 119.828 6.755
144 1440 17.3 2495.7 6.6 194.173 10.947

N
継続時間

（分）
後方集中型
（mm/hr)

流出量

(m3/s)
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表－10 流出量一覧表（実績降雨）――――ケース２(1/2) 

 

1 10 0.200 0.011
2 20 0.200 0.011
3 30 0.200 0.011
4 40 0.200 0.011
5 50 0.200 0.011
6 60 0.200 0.011
7 70 0.400 0.022
8 80 0.400 0.022
9 90 0.400 0.022

10 100 0.400 0.022
11 110 0.400 0.022
12 120 0.400 0.022
13 130 0.200 0.011
14 140 0.200 0.011
15 150 0.200 0.011
16 160 0.200 0.011
17 170 0.200 0.011
18 180 0.200 0.011
19 190 24.360 1.312
20 200 24.360 1.312
21 210 24.360 1.312
22 220 24.360 1.312
23 230 24.360 1.312
24 240 24.360 1.312
25 250 18.120 0.976
26 260 18.120 0.976
27 270 18.120 0.976
28 280 18.120 0.976
29 290 18.120 0.976
30 300 18.120 0.976
31 310 12.880 0.694
32 320 12.880 0.694
33 330 12.880 0.694
34 340 12.880 0.694
35 350 12.880 0.694
36 360 12.880 0.694
37 370 2.820 0.152
38 380 2.820 0.152
39 390 2.820 0.152
40 400 2.820 0.152
41 410 2.820 0.152
42 420 2.820 0.152
43 430 4.030 0.217
44 440 4.030 0.217
45 450 4.030 0.217
46 460 4.030 0.217
47 470 4.030 0.217
48 480 4.030 0.217

N
継続時間

（分）
実績降雨
（mm/hr)

流出量

(m3/s)

49 490 36.030 1.941
50 500 36.030 1.941
51 510 36.030 1.941
52 520 36.030 1.941
53 530 36.030 1.941
54 540 36.030 1.941
55 550 14.090 0.759
56 560 14.090 0.759
57 570 14.090 0.759
58 580 14.090 0.759
59 590 14.090 0.759
60 600 14.090 0.759
61 610 34.220 1.844
62 620 34.220 1.844
63 630 34.220 1.844
64 640 34.220 1.844
65 650 34.220 1.844
66 660 34.220 1.844
67 670 47.200 2.543
68 680 47.200 2.543
69 690 47.200 2.543
70 700 47.200 2.543
71 710 47.200 2.543
72 720 47.200 2.543
73 730 58.170 3.134
74 740 58.170 3.134
75 750 58.170 3.134
76 760 58.170 3.134
77 770 58.170 3.134
78 780 58.170 3.134
79 790 17.410 0.938
80 800 17.410 0.938
81 810 17.410 0.938
82 820 17.410 0.938
83 830 17.410 0.938
84 840 17.410 0.938
85 850 45.790 2.467
86 860 45.790 2.467
87 870 45.790 2.467
88 880 45.790 2.467
89 890 45.790 2.467
90 900 45.790 2.467
91 910 23.150 1.247
92 920 23.150 1.247
93 930 23.150 1.247
94 940 23.150 1.247
95 950 23.150 1.247
96 960 23.150 1.247

N
継続時間

（分）
実績降雨
（mm/hr)

流出量

(m3/s)
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表－10 流出量一覧表（実績降雨）――――ケース２(2/2) 

 

 

97 970 8.250 0.444
98 980 8.250 0.444
99 990 8.250 0.444

100 1000 8.250 0.444
101 1010 8.250 0.444
102 1020 8.250 0.444
103 1030 2.920 0.157
104 1040 2.920 0.157
105 1050 2.920 0.157
106 1060 2.920 0.157
107 1070 2.920 0.157
108 1080 2.920 0.157
109 1090 2.620 0.141
110 1100 2.620 0.141
111 1110 2.620 0.141
112 1120 2.620 0.141
113 1130 2.620 0.141
114 1140 2.620 0.141
115 1150 3.120 0.168
116 1160 3.120 0.168
117 1170 3.120 0.168
118 1180 3.120 0.168
119 1190 3.120 0.168
120 1200 3.120 0.168
121 1210 0.300 0.016
122 1220 0.300 0.016
123 1230 0.300 0.016
124 1240 0.300 0.016
125 1250 0.300 0.016
126 1260 0.300 0.016
127 1270 0.100 0.005
128 1280 0.100 0.005
129 1290 0.100 0.005
130 1300 0.100 0.005
131 1310 0.100 0.005
132 1320 0.100 0.005
133 1330 0.600 0.032
134 1340 0.600 0.032
135 1350 0.600 0.032
136 1360 0.600 0.032
137 1370 0.600 0.032
138 1380 0.600 0.032
139 1390 3.020 0.163
140 1400 3.020 0.163
141 1410 3.020 0.163
142 1420 3.020 0.163
143 1430 3.020 0.163
144 1440 3.020 0.163

N
継続時間
（分）

実績降雨
（mm/hr)

流出量

(m3/s)
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(6) 調整池容量 

1) 規模決定の方針    

施設規模決定は、当該開発区域は無湛水区域で放流先河川の改修計画もないこと

から、恒久調節池として施設規模を決定する。「設置基準(案):Pl8」   

2) 洪水調節方式    

洪水調節方式は、自然放流による孔あき方式とする。 

3) 洪水調節容量の算定法    

洪水調節容量の算定方法には、数値計算による厳密計算方式と調整池へ流入する

前に許容放流量まで放流し、それ以上の流入量を貯留するピークカット方式が考え

られる。    

ここでは、厳密計算方式とピークカット方式での計算を行い、放流先の状況や土

地利用計画・経済性・維持管理等を検討し、調整池容量を決定する。  

 ・厳密計算方式 ――――――――「設置基準(案):P21」参照  

  

・ピークカット方式 ――――――「設置基準(案):P23」参照  

  

  ※ 調整池の容量計算に当たっては、現道計算方式の場合、予め調整池の容

量や放流施設の条件を概定し、放流量・水位・容量が満足するように概

定条件を変化させ最終的な放流施設を決定する。 

ピークカット方式は、基本的に概定条件に関係なく計算を行い、計算結

果により調整容量や放流施設を決定する。 

貯水量（ v ）

流入量 Qin

許容放流量 Qc

放流量 Qout

時 間（ t ）

流

量

（㎥/s ）

0
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4) 調整池貯水容量の計算 

① 検討ケース 

調整池貯水容量の算定を次ケースで行う。 

・ケース 1-a:後方集中型降雨波形 1/50 年確率、厳密計算方式  

・ケース 1-b:後方集中型降雨波形 1/50 年確率、ピークカット方式 

・ケース 2-a:昭和 28 年 6 月 28 日 360㎜実績降雨、厳密計算方式 

・ケース 2-b:昭和 28 年 6 月 28 日 360㎜実績降雨、ピークカット方式 

         

② 計算諸元        

・流域面積:A=21,55ha 

・流出率:f=0.90 

・許容放流量:Qa=0761m3/s   `   

  

③ 計算結果      

  

区 分 

厳密計算方式：ａ ピークカット方式：ｂ 

備考 貯水量 

(m3) 

ha あたり

(m3/s) 

貯水量 

(m3) 

ha あたり 

(m3/s) 

ケース１：1/50 年確率 48,663 2,258 30,115 1,397  

ケース 2：実績降雨 43,927 2,038 34,112 1,583  

※ ha 当たり貯水量は、調整池集水面積に対する貯水量を示す。  

        

上記計算書は、次のとおりで次頁以下に示す。 

・表－11:ケース 1-a(1/50 年確率:厳密計算方式)  

・表－12:ケース 1-b(1/50 年確率:ピークカット方式) 

・表－13:ケース 2-a(実績降雨:厳密計算方式) 

・表－14:ケース 2-b(実績降雨:ピークカット方式)    

      

④ 貯水容量の決定       

以上の計算結果、ピークカット方式の容量が少ないため、調節池容量はケー

ス 2-b ピークカット方式:実績降雨を採用する。  
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表－１１ ケース１－ａ 

(1/50 年確率：厳密計算方式) 
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1.計算条件    

(1) 流域諸元    

流域貯留施設(オンサイト貯留施設) 

調整池流入面積 ──── 21.55ha 

流出係数    ──── 0.90 

許容放流量   ────  0.761m3/s 

洪水到達時間  ──── 10 分 

 

(2) 降雨条件    

① 降雨波形  後方集中型 

② 降雨継続時間 1440(分) 

③ 降雨強度式  
44.0t

7.145r 653.050 +
=   

④ 流入公式  Q = １/３６０×ｆ×ｒ×A 

 
 (3) 放流施設(オリフィス・浸透・ポンプ等)の条件 

    

① 放流施設の数 1箇所    

 

②  敷高・呑口形状・幅{径}・高さ・流量係数－オリフィス    

 

○  H≦HL+1.2DL    

Ｑ=1.8×BL×(H－HL)3/2    

○  HL+1.2DL＜HL+1.8DL    

この区聞は、Ｈ=1.2DL＋HL でのＱ及び H=HL＋1.8DL 

でのＱを用いて、この間を直線近似とする。    

○  HL+1.8DL≦H    

Ｑ=0.6×DL×BL×{2g(H－HL－0.5DL)}0.5    

DL=0.360m

BL=0.360m

敷高HL=131.5m
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(4) 調整池の水位・容量 

調整池の容量は区間毎に平均断面積を求め区間容量を累計し求めた。 
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2.計算結果    

 

 流入量 放流量 水位  貯留量（m3） 

許容値 - 0.7610 136.600 - 

ケース 1-a 10.461 0.7600 136.548 48,663 
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表－１１(1) 洪水調節池容量計算結果（後方集中型 1/50 確率） 
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表－１１(2) 洪水調節池容量計算結果（後方集中型 1/50 確率） 
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表－１１(3) 洪水調節池容量計算結果（後方集中型 1/50 確率） 
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表－１１(4) 洪水調節池容量計算結果（後方集中型 1/50 確率） 
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表－１１(5) 洪水調節池容量計算結果（後方集中型 1/50 確率） 
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表－１２ ケース１－b 

(1/50 年確率：ピ－クカット方式) 
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表－１２(1) 洪水調節池容量計算結果（後方集中型 1/50 確率） 
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表－１２(2) 洪水調節池容量計算結果（後方集中型 1/50 確率） 
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表－１２(3) 洪水調節池容量計算結果（後方集中型 1/50 確率） 
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表－１２(4) 洪水調節池容量計算結果（後方集中型 1/50 確率） 

 



H270812 版 

 

-36- 

 

表－１２(5) 洪水調節池容量計算結果（後方集中型 1/50 確率） 

 

 

ピークカット法による計算結果図 
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表－１３ ケース２－ａ 

(実績降雨：厳密計算方式) 
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1.計算条件    

(1) 流域諸元    

流域貯留施設(オンサイト貯留施設) 

調整池流入面積 ──── 21.55ha 

流出係数    ──── 0.90 

許容放流量   ────  0.761m3/s 

洪水到達時間  ──── 10 分 

 

(2) 降雨条件    

① 降雨波形  後方集中型 

② 降雨継続時間 1440(分) 

③ 降雨強度式  
44.0t

7.145r 653.050 +
=   

④ 流入公式  Q = １/３６０×ｆ×ｒ×A 

 
 (3) 放流施設(オリフィス・浸透・ポンプ等)の条件 

    

③ 放流施設の数 1箇所    

 

④  敷高・呑口形状・幅{径}・高さ・流量係数－オリフィス    

 

○  H≦HL+1.2DL    

Ｑ=1.8×BL×(H－HL)3/2    

○  HL+1.2DL＜HL+1.8DL    

この区聞は、Ｈ=1.2DL＋HL でのＱ及び H=HL＋1.8DL 

でのＱを用いて、この間を直線近似とする。    

○  HL+1.8DL≦H    

Ｑ=0.6×DL×BL×{2g(H－HL－0.5DL)}0.5    

DL=0.360m

BL=0.360m

敷高HL=131.5m
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(4) 調整池の水位・容量 

調整池の容量は区間毎に平均断面積を求め区間容量を累計し求めた。 
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2.計算結果    

 

 流入量 放流量 水位  貯留量（m3） 

許容値 - 0.7610 136.600 - 

ケース 2-a 3.134 0.7240 136.104 43,927 
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表－１３(1) 洪水調節池容量計算結果（実績降雨） 
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表－１３(2) 洪水調節池容量計算結果（実績降雨） 
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表－１３(3) 洪水調節池容量計算結果（実績降雨） 
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表－１３(4) 洪水調節池容量計算結果（実績降雨） 
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表－１３(5) 洪水調節池容量計算結果（実績降雨） 
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表－１４ ケース２－b 

(実績降雨：ピークカット方式) 
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表－１４(1) 洪水調節池容量計算結果（実績降雨） 
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表－１４(2) 洪水調節池容量計算結果（実績降雨） 
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表－１４(3) 洪水調節池容量計算結果（実績降雨） 
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表－１４(4) 洪水調節池容量計算結果（実績降雨） 
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表－１４(5) 洪水調節池容量計算結果（実績降雨） 
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(7) 沈砂池容量   

1) 基本方針  

沈砂池容量は、造成中及び造成完了後の流出土砂量(設計堆積土砂量)を対象とす

る。 

・造成中は土工工事等に先がけ仮設を兼ねた防災工事として調整池工から着手する

ことから、造成中の土砂流出に対しては調整池内の外、仮沈砂池を設置して対応す

る。 

・造成完了後は調整池内に沈砂池を設置し堆積させる。 

・また、造成期間は 1年以内とし、完了後は年に 1回以上管理するものとし、造成

中・完了後共に沈砂池容量は 1年間の設計土砂堆積量以上を確保するものとする。 

・なお、設計諸元等の採用基準は、「設置基準(案):P24」による。  

 

2) 設計単位土砂流出量  

 ・造成中:150m3/ha・年  

 ・完了後:1.5m3/ha・年  

 

3) 設計堆積土砂量及び沈砂池容量  

 ・造成中:150m3/ha・年×開発区域面積 

 ・完了後:1.5m3/ha・年×調整池集水面積 

 

 ＜造成中＞ 

 ・集水面積：Ａ＝23.07ha（開発区域面積） 

 ・設計堆砂量：Ｑs＝150×23.07=3,461m3 

 ・沈砂池：Ｖs＝2400m2×1.50m＝3,600m3（調整池内も含む） 

 

 ＜完了後＞ 

 ・集水面積：Ａ＝21.55ha（開発区域面積） 

 ・設計堆砂量：Ｑs＝1.5×21.55=32.3m3 

 ・沈砂池：Ｖs＝40.80m2×3.0m×3.0m＝36.7m3 
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3. 調整池の構造        
(1) 調整池の型式         

調整池の型式は築堤式、一部掘込式である。築堤式の堤体は、築造箇所の地形、

地質条件及び堤体材料等の諸条件を総合的に検討し、滑動、転倒に対して安全であ

ると同時に必要な止水性を有しなければならない。この場合、均一型を標準とする

が、適当な材料が得にくい場合にはゾーン型としてよい。「設置基準(案):P26」 

 

(2) 堤体の基礎地盤  

基礎地盤の土質、地質構成等の状況を把握するため、必要な地質調査を実施する

ものとする。「設置基準(案):P27」 

(3) 堤体の材料 

堤体に用いる土質材料は、あらかじめ土質試験を行い、安定性の高い材料である

ことを確かめなければならない。ここでは、堤体材料は赤ぼくで施工する。「設置基

準(案):P27」        

   

(4) 堤体の形状 

堤体の形状は堤体の高さ、堤体の材料及び基礎地盤の性質を考え、すべりの生じ

ないように決定すること。  

堤体の法面勾配は下表に示す値より緩やかなものとし、すべりに対する安定計算

を行い、その安定性を確認することとする。「設置基準(案):P28」 

        表－１５  堤体の法面勾配 

 

「防災調節池等技術基準（案） 解説と設計事例」より 
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        表－１５  安定計算の条件 

 

(5) 堤頂・法面の設計    

堤体の上流側および調整池湛水部の法面部は、波浪、雨水などにより侵食されな

いように、また、堤体下流側法面は雨水および浸透流によって浸食されないよう法

面処理を施すものとする。    

堤頂は幅 4m以上とし、堤頂及び法面は、侵食などに対して安全なように必要に応

じて表面保護の処理を施すものとする。    

また、原則として、堤防は可能な限り緩やかな勾配の一枚のりとする。 

さらに、調整池内部に堆積土砂の除去や放流施設の維持管理の施設として、幅 3.Om

以上の乗入口を設け、調整池外周部には防護柵等を設置するものとする。 

「設置基準(案):P30」 

1) 堤体の上流部は維持管理の容易さから張ブロック工を計画する。堤体の下流

部は雨水および浸透流によって浸食されないよう張芝工を計画する。 

2) 堤頂幅は 4.Om とする。 

3) 堤体法面は高さが 7.Om 程度であるため、一枚法面とする。 

4) 調整池内部に堆積土砂の除去や放流施設の維持管理の施設として、幅 4.Om の

乗入口を計画する。 

5) 調整池外周部には防護柵(H=1.80m)を設置する。    

(6) 余盛    

フィルダム等築堤構造においては堤体および基礎地盤の沈下を見込んで余盛を行

うものとし、標準余盛高は、下記のとおりとする。「設置基準(案):P30」  

                        表－１６ 標準余盛高 

堤高 余盛高 

5m 以下 40cm 

5～10m 50cm 

10ｍ以上 60cm 

            「防災調節池等技術基準（案） 解説と設計事例」より 

盛土高さが 7.Om 程度であるため、50cm の余盛を計画する。 
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(7) 洪水吐き 

調整池には、洪水を処理し、貯水位の異常な上昇を防止するため自由越流式洪水

吐きを設けるものとする。 

洪水吐きの放流能力は、調整池の形式により、200年(100 年×1.2)又は 100 年に 1

回起こるものと想定される流量とする。 

本地区の調整池の構造は、一部築堤方式であるが、積ブロックとすることから、

200 年に 1回起こると想定される降雨強度式(200 年確率)を採用する。「設置基準

(案):P31」 

1) 設計洪水量 

  〈基本式及び計算諸元〉 

  ・Q=1/360×f×r×A  ――――  合理式 

  ・Qi=Q×1.20    

ここに、Q:200 年確率洪水量(m3/s) 

   f:流出率 f=0.90 ――――調整池容量算定と同様とする。 

      r:降雨強度=226.3 ㎜/hr ――――到達時間 10 分 

      ※.「熊本県における確率降雨強度式(改訂版)」の短時間降雨強度・ 

        城北ブロック 1-C より。 

74.5t
251,2r 624.0200 +

=  

A:流域面積(ha) 

・A=21.55ha 

  〈設計洪水量〉 

    Qi=1/360×0.90×226.3×21.55=14.19m3/s 

2) 洪水吐き断面の決定 

ピークカット方式による洪水調節であるため洪水吐きは、自由越流堰方式及びオ

リフィスを組み合わせたものとする。 

  a.洪水吐き越流水深高（放流堰） 

           
3/2ＨＬCＱ ××=  

    

/2３

ＬＣ

Ｑ
Ｈ＝ ⎥⎦

⎤
⎢⎣
⎡

×
 

 ここに、Ｑ:洪水吐きの設計流量(m3/s)  

         Ｃ:流量係数(C≧1.8,一般に 1.8 程度を使用)  

     Ｌ:越流幅(m)  

     Ｈ:堤頂を基準面とした接近流速水頭を含む全水頭(m)  
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m682.0
0.128.1

19.12 /2

=⎥⎦
⎤

⎢⎣
⎡

×

３

Ｈ＝ ≒0.69m 

(8) 放流施設 

放流施設は、調整放流する放流孔(オリフィス)と、地区外の放流水路へ放流する放

流管に区分され、放流孔の設計流量は許容放流量以下とし、放流管は洪水吐きからの

流量を受けることから、洪水吐き設計流量を安全に流下できる断面とする。「設置基

準(案):P33」 

1) オリフィス断面の決定 

オリフィス断面は、設計流量(=許容放流量)に対して次式で計算する。また、断

面は四角形とする。 

 

    一次断面の設定 

  HWL を 136.60 と仮定すると、 

 

                0.761 
    Ａ0＝――――――――――――――――――― 
       0.60×(2×9.8×(136.60-132.00))0.50 

      ＝0.13357ｍ2 

 

 正方形断面とすると DH＝0.36548m、この断面により再度断面積を算定すると 

 

              0.761 
    Ａ0＝――――――――――――――――――――――― 
       0.60×(2×9.8×(136.60-132.00-(0.36548/2)))0.50 

      ＝0.13631ｍ2 
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 正方形断面とすると DH＝0.36620m≒0.37m となる。 

よって、オリフィスの断面積は 0.37ｍ×0.37ｍとする。 

オリフィス敷高:EL=132.00m 

2) 越流堰の決定 

ピークカット方式の場合、許容放流量以上の流入があったときには調節池に許容

放流量以上の流量を越流する構造としなければならない。 

越流長 L=32.8ｍとし、越流水深 0.35ｍとすると 

           
3/2ＨＬCＱ ××=  

    2.1235.08.32 =××= 3/21.8Ｑ  

となり、1/200 確率流量程度は水深 0.35ｍで越流できるので。越流堰の幅は L＝

32.8ｍと決定する。 

 

 

         洪水吐き・越流堰、余水吐きの構造 
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3) 放流管 

放流管は、洪水吐きからの流量に対して十分な余裕を持った無圧式管路とする。

管路の通水断面積は、管路断面積の 3/4 以下となるようにし、矩形断面水路とす

る。                         「設置基準(案):P34」 

放流管はアーチカルバートとし、最小断面は維持管理を考慮して、1.20m×1.32m

とする。 

〈計算式〉 

流下能力の算定はマニングの平均流速公式により求めるものとする。 

・V=1/n×R2/3×Il/2 

・Qo=A×V 

ここに、V:流速(m/s),n:粗度係数,R:径深(=A/P)(m) 

P:潤辺(m),1:勾配,A:流水断面積(m2) 

Qo:流下能力(m3/s) 

〈断面計算〉 

・設計流量:Qi=12.19m3/s 

・構造寸法:アーチカルバート 1.20×1.44 

・勾配:i=6.8%(1/15) 

・粗度係数:n=0.Ol3 ―――――アーチカルバート 

・水深:h=1.44×3/4=1.08m 

・通水断面積:A=1.258m2 

・潤辺:P=3.234m 

・径深:R=1.258/3.234=0.389m 

・流速:V=1/0.Ol3×0.3892/3×0.0681/2=10689m/s 

・流下能力:Qo=1.258×10.689=13.447m3/s 

13.45m3/s>12.19m3/s(設計流量) 

以上の結果、設計流量に対して満足する。 

 

(9) 非越流高 

堤体の非越流部天端高は、設計流量を流下させるに必要な水位に 0.6ｍを加えた高

さ以上とする。                    「設置基準(案):P32」 

 非越流高標高＝HHWL137.29m+0.60m=137.89m<138.0m 

よって、計画高 138.0m は基準を満足できる。 
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(10) 調整池の構造諸元及び形状 

・調整池形式：堀込式、一部築堤方式（ピークカット方式） 

・堤体形式：ブロック積（1:3.0）、堤高：H=6.0ｍ 

・洪水時満水位：136.6ｍ ―――――― 設計水位：HWL=136.6ｍ 

・必要調整容量：34,112m3  ―――――― 設計容量：Ｖ＝34,500m3 

・土砂堆積量：30.3m3  ―――――――― 沈砂池容量：Ｖs＝36.7m3 

・放流孔（オリフィス）：幅 0.37ｍ×高さ 0.37ｍ 

・余水吐（自由越流式）：幅 12.0ｍ 

・放流管：アーチカルバート 1.20×1.44  

・調整池の形状（下図に示す） 
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（防災調整池平面図） 

 

（放流施設縦断図） 

 

（放流施設横断図） 
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＜浸透施設＞     

a) 浸透施設の概要     

今回の設計例には浸透施設の対応は考慮していないが浸透型流出抑制施設を対

応する場合、次のケースが考えられる。 

・ケース 1:集水区域からの雨水全量を浸透施設で処理する場合。 

・ケース 2:調整池等の施設と併用して同時に処理する場合。  

浸透施設の種類を以下に示す。 

 

地下浸透施設の概念図 

注意事項）トレンチの管底はレベルを原則とする 
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b) 浸透施設の一般的な考え方 

浸透型施設の分類で示したように「浸透ます」、「道路浸透ます」、「浸透トレンチ」、

「浸透側溝」などは、小規模な開発の場合で、ケース 1 によく用いられる、浸透

池はケース 2 の貯留型施設との併用が一般的に行われている。 

しかし、いずれの場合においても浸透能力の評価を行ったうえで設計浸透量と雨

水量から施設規模を決定する。 

c) 設計浸透量の計算方法 

設計浸透量の算定は、浸透施設の設置箇所における浸透能力を、円筒型実験施設

等を用いて測定し、測定結果と設置する浸透施設の形状から行う。 

計算の方法は、「設置基準:P40」に準じて行う。 

d) 浸透施設の規模決定方法 

浸透施設の規模決定は、ケース 1 の浸透施設だけで処理する場合は、貯留型抑

制施設(調整池)と同様に流入量以上に設計浸透量がなるように施設規模を決定す

る。 

ケース 2 の貯留型施設と併用する場合は、放流量と浸透量を加算して厳密計算

方式と同様の解析を行い調整池容量及び浸透施設の規模を決定する。 

また、この時、設計浸透量から設計浸透強度を求め、設計降雨強度から差し引き

容量計算を行う方法もある。 

 

                 一定量差し引きモデルの概念 

e) .浸透施設を計画する場合の留意点 

・地下水の水質保全への配慮:設置基準 P37 

・浸透施設の設置可能範囲の把握:設置基準 P39 

・維持管理の方法と対策:設置基準 P50 

 

 

 

 

 

 

 

 


